
 
 

 
 

（
十
二
） 

廣
山
寺 

福
山
市
神
辺
町
東
中
条 

神
辺
町
東
中
条
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
、
山
号
を
「
玄
洞
山
」
と
称
す
る
。 

 
 
 
 

 
福
山
市
神
辺
民
俗
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 

 

標
高
一
二
五
ｍ
の
山
腹
に
位
置
し
、
唐
に
渡
っ
た
弘
法
大
師
・
空
海
が
帰
国
後
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ 

 
 
 
 
 
 

の
時
、
白
檀
（
び
ゃ
く
だ
ん
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
原
産
の
常
緑
高
木
）
の
木
を
刻
み
、
本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
を
作 

 
 
 
 
 
 

り
安
置
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
盛
衰
を
経
て
正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
に
讃
岐
国
「
善
通
寺
（
ぜ
ん
つ
う
じ
）」
の
僧
侶
・
宥
鑁
（
ゆ
う

ば
ん
）
が
中
興
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
時
宥
鑁
は
、
弘
法
大
師
の
霊
跡
を
慕
い
尾
道
「
西
国
寺
（
さ
い
ご
く
じ
）」
府
中 

「
栄
明
寺
（
え
い
み
ょ
う
じ
）」
上
下
「
法
身
院
（
ほ
っ
し
ん
い
ん
）」
を
同
時
期
に
再
興
し
、「
廣
山
寺
」
と
あ
わ
せ
て 

「
備
後
四
院
（
び
ん
ご
し
い
ん
）」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。 

「
水
野
記
」
に
よ
れ
ば
、「
古
来
、
讃
州
（
さ
ん
し
ゅ
う
）
善
通
寺
の
僧
・
宥
鑁
の
建
立
の
地
な
り
。
古
く
は
十
二 

寺
、
寺
領
百
五
十
貫
あ
っ
た
が
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
年
）
に
衰
微
し
て
三
寺
と
な
り
、
永
禄
六
（
一 

五
六
三
）
年
に
毛
利
氏
か
ら
十
五
貫
を
寄
進
さ
れ
る
が
、
福
島
氏
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
古
記
録
に
は
「
二
ヶ
寺
七
坊
の
末
寺
ま
た
は
塔
頭
（
た
っ
ち
ゅ
う
＝
同
一
山
内 

に
あ
る
小
寺
院
。
大
寺
に
所
属
す
る
別
坊
）
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
近
年
の
開
発
で
、 

周
辺
か
ら
鎌
倉
末
期
～
南
北
朝
時
代
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
多
数
の
五
輪
塔
を
出
土
し
て
い
ま
す
。 

昔
は
真
言
宗
で
も
大
覚
寺
派
で
し
た
が
、
現
在
は
高
野
山
に
改
派
し
て
い
ま
す
。 

         

一 

茶
山
日
記
に
み
る
廣
山
寺 

 

当
時
中
条
に
は
詩
友
が
多
く
、
度
々
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
道
中
で
詠
ん
だ
詩
に
は
「
十
七
夜
還
自
中
條
」（
黄
葉
夕
陽 

村
舎
詩
前
篇
巻
二
）「
丁
屋
路
中
」（
同
巻
三
）「
中
條
帰
路
」（
同
巻
四
）
な
ど
が
あ
る
。 

足
繁
く
訪
れ
た
の
が
、
河
相
君
推
の
松
風
館
で
あ
り
、
大
空
上
人
の
い
る
遍
照
寺
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
松
井
子
璐
、 

河
相
子
蘭
、
篁
大
道
な
ど
の
詩
友
も
訪
ね
て
い
る
。 

 

茶
山
は
さ
ら
に
足
を
延
ば
し
て
、
広
山
寺
に
も
訪
れ
た
こ
と
を
日
記
に
残
し
て
い
る
。 

 

 

享
和
三
年
（
前
夜
松
風
館
へ
泊
る
） 

 
 
 
 

 
 
 

閏1/9 

雨 

同
会
広
山
寺
作
和
歌 

 
 
 

途
中
得
五
律
一
首
（
懐
紙 

作
あ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夜
帰
家 

君
推
笨
車
籠
送 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
茶
山
五
六
歳 

〇 

前
日
河
相
君
推
の
松
風
館
で
詩
会
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
松
風
館
に
泊
ま
る
。 

〇 

広
山
寺
で
引
き
続
き
詩
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雨
の
中
を
広
山
寺
に
赴
い
て
和
歌
を
作
っ
た 

本 堂 

玄洞山広山寺 

立派な茶室を望む 



高
山
寺
に
登
る
途
中
で
五
言
律
詩
一
首
を
懐
紙
に
書
い
た 

 
 
 
 
 

〇 

夜
に
な
っ
て
家
に
帰
る 

（
河
相
）
君
推
が
車
と
籠
で
送
っ
て
く
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 

と
あ
る
。
次
の
詩
が
懐
紙
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
。 

 

 
 

 
 
 
 
 

上
廣
山
寺
途
中
作 

 

未
収
（
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
） 

 
 
 
 

甘
雨
荒
村
路 

  

甘
雨 

荒
村
の
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

佳
招
名
寺
期 

 

佳
招
（
か
し
ょ
う
） 

名
寺
に
期
す
る
を 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

病
軀
常
艱
歩 

 
病
軀 

常
に
艱
歩
（
か
ん
ぽ
）
す
る
を 

 
 
 
 

幽
亊
頓
忘
疲 

 
幽
亊 

頓
（
と
み
）
に 

疲
を
忘
る 

 
 
 
 
 

石
膚
靑
將
滴 

 

石
膚
青
く 

将
に
滴
（
し
た
）
た
ら
ん
と
す 

峰
皺
翠
更
滋 

 

峰
皺
（
ほ
う
し
ゅ
う
）
の
翠 

更
に
滋
し 

 
 
 

澗
沙
泥
不
滑 

 

澗
沙
（
か
ん
し
ゃ
）
の
泥 

滑
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

繖
屐
好
追
随 

 

繖
屐
（
さ
ん
げ
き
） 
追
随
を
好
と
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

甘
雨 

ほ
ど
よ
い
時
に
降
る
雨
。 

期 

約
束
し
て
会
う
。 

艱 

む
ず
か
し
い 

苦
し
む
。 

幽
亊 

奥
深
く
て 

 
 
 
 

 

も
の
静
か
な
さ
ま
。 

峰
皺 

山
が
重
な
っ
た
さ
ま 
山
並
み
。 

繖 

傘
、
き
ぬ
が
さ
、
上
方
に
絹
を
張
り
、
ま 

 
 
 
 

 

た
、
四
方
に
た
ら
し
め
ぐ
ら
せ
た
傘
。 

屐 

は
き
も
の 
下
駄 

 
 
 
 
 

（
大
意
）
恵
の
雨
が
降
る
ひ
な
び
た
村
の
路
を
登
る
。
名
の
あ
る
お
寺
か
ら
鄭
重
な
お
招
き
が
あ
っ
た
。
病
が
ち
で
日 

頃
歩
く
に
も
難
儀
を
し
て
い
る
の
に
、
詩
会
が
楽
し
み
で
道
す
が
ら
の
し
じ
ま
に
疲
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど 

だ
。
岩
肌
に
張
り
つ
い
た
青
苔
か
ら
雫
が
滴
り
落
ち
て
お
り
、
山
並
み
の
翠
は
一
層
濃
さ
を
増
し
て
い
る
。
谷 

川
に
沿
っ
た
小
径
は
、
滑
る
心
配
も
な
い
。
傘
を
差
し
下
駄
を
履
い
て
案
内
の
者
に
つ
い
て
い
く
の
も 

い
い 

も
の
だ
。 

 
 
 
 
 

こ
の
書
が
次
の
写
真
で
あ
る
。
文
末
に
「
上
廣
山
寺
途
中
作
」
と
あ
る
。 

 
 

      
 
 
 
 

こ
の
作
品
が
現
在
、
所
在
不
明
な
の
が
悔
や
ま
れ
る
。
し
か
し
、
日
記
と
も
適
合
し
て
い
る
の
で
、
茶
山
が
広
山
寺
へ 

 
 
 
 
 

の
途
中
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
と
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
（
林
多
恵
子
さ
ん
よ
り
提
供
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

二 

茶
山
日
記
か
ら
見
る
広
山
寺
と
の
交
流
（
林
多
恵
子
さ
ん
よ
り
提
供
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
） 

5/17 
 

晴
且
雨 

 

広
山
寺
住
持
某
携
弟
子
義
純 

 

 
 
 
 
 
  

 

享
和 

三
（
一
八
〇
三
） 

閏1/9 
 

雨 

同
会
広
山
寺
作
和
歌 

 
 
 

途
中
得
五
律
一
首 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

夜
帰
家 

君
推
笨
車
籠
送 

 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3/27 

 

広
山
上
人 

福
島
仁
助
来 

 

 
 
 
 
 
  

 

文
化
三
（
一
八
〇
六
） 

 
9/27 

 

広
山
寺 

文
節 

二
介
来 

 

 
 
 
 
 
  

 

文
化
五
（
一
八
〇
八
） 

 
8/8 

 

広
山
寺
上
人 

福
島
二
助
来 

 

 
 
 
 
 
 

  

文
化
六
（
一
八
〇
九
） 

 
8/3 

 

広
山
寺
雛
僧
智
猛
入
塾 

 

＊
智
猛
文
化
一
三
年
に
は
上
人
と
あ
る 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8/7 

 

智
猛
帰
山 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

文
化
八
（
一
八
一
一
）4/15 

 

広
山
寺
上
人 

円
通
寺
主 

車
仁
助
来  

 

 
 
 
 
 
 
 

文
化
十
（
一
八
一
三
）3/20 

 

光
師 

孟
昌 

竹
田 

平
松
同
赴
円
通
寺
韻 

過
茂
市
広
山
寺
車
屋
使
人
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帰
路
遂
過
飲
至
暁 

  
 
 
 

三 

同
じ
よ
う
な
詩
が
他
に
も
存
在 

 

 
 
 
 
 
 
 

茶
山
詩
集
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
詩
の
中
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
中
條
山
中 

赴
黄
龍
寺
詩
会
」 

 
 

菅
茶
山
遺
稿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
龍
寺 

黄
龍
山
遍
照
寺 

甘
雨
荒
村
路 

 

甘
雨 
荒
村
の
路 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

佳
招
名
寺
期 

 

佳
招
（
か
し
ょ
う
） 

名
寺
に
期
す
る
を 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

病
軀
常
懶
出 

 

病
軀 

常
に
出
ず
る
を
懶
（
ら
ん
）
す 

 
 
 
 

懶 

い
と
う 

怠
け
る 

幽
亊
頓
忘
疲 

 

幽
亊 

頓
（
と
み
）
に 
疲
を
忘
る 

 
 
 

 

石
腹
靑
將
滴 

 

石
腹
青
く 

将
に
滴
（
し
た
）
た
ら
ん
と
す 

峯
皴
翠
更
滋 

 

峯
皴
（
ほ
う
し
ゅ
ん
）
の
翠 
更
に
滋
し 

 
 
 

皴 

し
わ
（
東
洋
画
で
山
や
石
の
ひ
だ 

澗
沙
泥
不
滑 

 

澗
沙
（
か
ん
し
ゃ
）
の
泥 

滑
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

を
描
く
技
法
） 

 
 
 
 
 
 

 

傘
屐
好
追
随 

 

傘
屐
（
さ
ん
げ
き
） 

追
随
を
好
と
す 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

印
を
付
け
た
の
が
、「
上
廣
山
寺
途
中
作
」
と
異
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
艱
歩→

懶
出 

 

石
膚→

石
腹 

 

峰
皺→

峯
皴 

 

繖
屐→

傘
屐
」
で
そ
の
意
味
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
考 

 
 
 
 
 
 
 

え
ら
れ
る
。 

 
 

先
の
詩
「
上
廣
山
寺
途
中
作
」
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
閏
一
月
九
日
、
広
山
寺
へ
の
途
上
で
詠
み
懐
紙
に 

 
 

記
し
て
い
た
。
後
日
「「
中
條
山
中 

赴
黄
龍
寺
詩
会
」
と
題
を
変
え
て
、
詩
の
内
容
も
一
部
書
き
換
え
た
と
考
え 

ら
れ
る
。 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】『
菅
茶
山
遺
稿
集
』
に
つ
い
て
（
茶
山
遺
稿 

柏
崎
順
子
著 

大
平
文
庫
よ
り
） 

  
 
 
 
 
 

 

『
菅
茶
山
遺
稿
集
』
は
茶
山
を
篤
く
慕
っ
て
い
た
伊
沢
蘭
軒
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
は
『
黄
葉
夕
陽
村 

舎
詩
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
茶
山
の
詩
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
書
は
文
政
五
年
（
一
八
〇
八
）
黄
葉
夕
陽
村
舎
南
寮
に
お
い
て
、
茶
山
弟
子
「
山
室
子
彦
」
の
た
め
に
「
絶 

逢
子
惟
穆
清
風
」（
不
詳
）
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
て
も
の
で
あ
る
。
こ
の
山
室
子
彦
所
蔵
本
を
、
伊
沢
蘭
軒
の
嗣 

子
榛
軒
達
四
名
が
分
担
、
書
き
写
し
た
も
の
が
伊
沢
蘭
軒
所
蔵
本
と
し
て
残
さ
れ
、
明
治
以
後
世
に
出
て
書
誌
学 

者
和
田
万
吉
氏
の
手
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
茶
山
研
究
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

  
 
 
 

四 

茶
山
の
推
敲
し
変
更
し
た
結
果
で
は
な
い
か 

 
 
 
 
 
 

茶
山
は
書
も
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
書
と
詩
集
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」
の
詩
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
茶 

山
は
書
き
留
め
た
詩
を
知
人
に
批
評
し
て
も
ら
い
、
時
に
は
書
き
換
え
た
り
も
し
て
い
る
。
都
講
時
代
の
頼
山
陽
に
批 

評
や
点
検
さ
せ
た
と
い
う
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

書
と
詩
集
と
異
な
っ
て
い
る
例
と
し
て 

 
 
 

「
除
日
小
集
招
恵
充
上
人
」（
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
前
篇
巻
八―

九
）
と
題
す
る
詩
は 



  
 

 

會
計
家
家
期
歳
杪 

 
 

会
計
は
家
々
（
か
か
）
歳
杪
を
期
す 

 
 
 

催
科
討
帳
人
奔
擾 

 
 

催
科
（
さ
い
か
）
討
帳
（
と
う
ち
ょ
う
） 

人
々
奔
（
は
し
）
り
擾
（
さ
わ
）
ぐ 

 
 
 

算
還
詩
債
愧
無
才 

 
 

詩
債
（
し
さ
い
）
を
算
へ
還
す
に 

才
の
無
き
を
愧
（
は
じ
）
る 

 
 
 

招
得
巳
公
論
下
掃 

 
 

巳
公
（
し
こ
う
）
を
招
き
得
て 

下
掃
を
論
ず 

 
 

 
 
 
 
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
菅
茶
山
ゆ
か
り
の
人
々
」
（
菅
茶
山
記
念
館
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
書
で
は 

  
 
 
 
 
 

歳
計
家
々
至
此
窮 

 
歳
計
は 

家
々 

此
窮
（
し
き
ゅ
う
）
に
至
る 

 
 
 
 
 
 

催
科
討
帳
走
西
東 

 
催
科
討
帳
（
さ
い
か
と
う
ち
ょ
う
） 

西
東
に
走
る 

 
 
 
 
 
 

筭
還
詩
債
愧
才
拙 

 

詩
債
を
算
（
か
ぞ
）
へ 

還
（
か
え
）
す
に 

才
拙
（
つ
た
な
）
き
を
愧
（
は
）
ず 

 
 
 
 
 
 

欲
定
敲
推
請
已
公 

 

敲
推
（
こ
う
す
い
）
し
て
定
め
ん
と
欲
す
る
も 

已
公
（
し
こ
う
）
に
請
（
こ
）
わ
ん 

  
 
 
 
 

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る 

茶
山
は
詩
を
詠
ん
で
も
後
日
に
見
直
し
た
り
、
知
人
に
感
想
を
求
め
て
い
る
。
詩
集
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
草
稿
を 

に
は
幾
度
と
な
く
書
き
直
し
た
跡
が
見
ら
れ
し
、『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
の
欄
外
に
他
者
の
感
想
や
意
見
が
書
き
込
ま 

れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
茶
山
の
詩
に
対
す
る
熱
意
と
こ
だ
わ
り
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 

 

 

【
付
録
】 

伊
沢 

蘭
軒
（
い
ざ
わ 

ら
ん
け
ん
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
年
）
～ 

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
） 

江
戸
時
代
末
期
の
医
師
、
儒
者
。
名
は
信
恬
、
号
は
蘭
軒
、
通
称
は
辞
安
、
堂
号
は
酌
源
堂
。 

備
後
福
山
藩
の
藩
医
の
子
と
し
て
江
戸
の
本
郷
に
生
ま
れ
た
。
儒
学
・
医
学
・
本
草
学
を
学
ん
で
福
山
藩
に
仕
え
た
。 

著
名
な
漢
詩
人
菅
茶
山
や
頼
山
陽
、
狂
歌
で
知
ら
れ
る
幕
臣
の
大
田
南
畝
、
書
家
の
亀
田
鵬
斎
、
考
証
学
者
の
狩
谷
棭

斎
な
ど
多
く
の
文
人
と
親
し
か
っ
た
。
藩
主
（
阿
部
家
）
の
信
任
が
厚
く
、
晩
年
に
病
で
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
後
も 

特
例
と
し
て
輦
で
城
内
に
出
仕
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
（
輦 

れ
ん 

て
ぐ
る
ま
） 

 
 
 

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
五
七
才
の
時
、
藩
主
阿
部
正
精
の
命
で
江
戸
出
府
し
た
直
後
、
病
臥
し
た
茶
山
を
蘭
軒
が 

見
舞
っ
た
の
が
初
対
面
で
あ
る
。
親
子
ほ
ど
年
の
離
れ
た
二
人
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
親
し
く
な
っ
た
よ
う
で
、
茶
山
が 

回
復
し
た
ら
共
に
舟
遊
び
も
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
江
戸
在
府
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
書
の 

や
り
取
り
を
頻
繁
に
し
て
い
る
。 

伊
沢 

蘭
軒
に
つ
い
て
は
森
鴎
外
著
「
伊
沢 

蘭
軒
」
に
詳
し
い
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